





































































































































































































































































































かされるわけではないと言われるのである。（第 82 問題第 2項異論解答 3）
　人間には理性認識という力が兼ね備わっており、知性的欲求においては、その理性認識
が働くことから、必ずしも、ひとつのものによって必然的に動かされないということが言













































７　『神学大全』第 II-I 部第 6問題第 3項主文。
８　A．ケニー『トマス・アクィナスの心の哲学』p.142。
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キーワード：自由，自由意思，選択，理性的認識
　トマス・アクィナスは、自由の問題をどのように考えていたかを、『神学大全』
第１部において、自由意思の問題を扱った箇所を中心に考察する。自由意思の問
題は、アウグスティヌスがその論争に巻き込まれたペラギウス論争に遡ることの
できるキリスト教神学に関わる問題であるが、さらに遡ればその源は聖書に由来
するものである。アクィナスは、キリスト教に由来する自由意思という概念を、
アリストテレスに由来する意志の概念という枠組みにおいて位置づけ、広義の意
志を欲求と選択に分け、自由意思は選択に関わるものとして位置づける。さらに、
自由意思が自由であることの所以を、自由意思が理性的認識を伴っているという
点に求める。
